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論　文　の　内　容　の　要　旨

音声メディア情報（言語音声情報，楽曲情報）に対し，Hevner，木通らの専門家の研究成果に基づき，

Media-Lexicon Operator を定式化することで感性メタデータを自動抽出する方法を提案した。さらに，梅本

らの研究成果を援用し，制約条件を付加することでメタデータ抽出の一般化逆作用素を構成することで，任

意の語から，その印象を持つメディア情報を自動的に生成することに成功した。またそれらの結果を評価す

る方法の端緒となる基本的な手法を提案した。また，それらの，メタデータ抽出，メディア生成モジュール

を，メタレベルで意味的連想処理の仕組みを用いて結合することにより，異種メディア間での感性情報処理

を柔軟に連結するシステムを提案した。

審　査　の　結　果　の　要　旨

一般的に，メタデータの自動抽出の逆写像を構成することは，メディア情報とメタデータが，1対 1に対

応するわけでもなく，また，専門家によるメタデータが，特殊な印象語に限られる（Ontoでない）ため不

可能である。それに対し，確率的な制約条件の逆演算プロセスを入れることで一般化逆作用を構成し，なお

かつ，意味的連想検索の仕組みを使うことで，任意の語との関係性を計量することで，逆演算の構成（任意

の印象語からのメディア情報の自動生成）が可能であることを示した。生成結果の評価法，および，その評

価に基づく逆演算の精緻化が今後の課題として挙げられる。

よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




